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Ⅰ．武道・スポーツ研究科の設置趣旨
国際武道大学は、体育学部に武道学科と体育学科からなる大学として、1984年開学した。創

立の理念は、武道精神を通じて武道・スポーツの分野から国際人を養成し、新時代を担う人材
の育成である。この理念の基に開学以来、武道・スポーツの分野での教育・研究に全力を挙げ
て取り組んできた。
この間、社会はゆとりと豊かさを実感できる人間らしい生活を大切にする社会へと大きく変

化し、国民のひとりひとりの生活の質が重要視される時代へと変化した。このため人々には、
生涯にわたる自己実現のための活力のあるライフスタイルの確立が求められ、人々がスポーツ
や健康づくりに求める内容も多様化し、高度化してきた。
このような変化に対応するために、新しい視点から武道・スポーツを研究し、高度な専門的

知識を持った人材の育成が必要となった。つまり、国際化の中での日本の立場は一層重要なも
のとなり、今まで以上に国や地域の文化の重要性を再確認することが求められている。
このことは、我が国の伝統文化である武道の持つ意味も単なる運動文化ではなく、それ以上

の意味合いを持ったものでなければいけないことを示唆するものであり、西洋スポーツとは異
なる武道の独自性を自覚し、国際社会へアプローチを可能とする高度な専門知識を持った人材
育成の必要性を示している。
また、武道の文化に対する視点の変化と武道文化に対する関心が国内外で高まってきたなか、

学校教育の分野でも学習指導要領で“格技”が“武道”へと名称も替わるなどの変化があり、
武道やスポーツの社会的背景や文化性をより深く探求し時代に対応した高度な教育を実践でき
る人材が求められるようになった。
このような社会的・国際的・教育的など多くの分野から多様な対応が求められる武道・ス

ポーツの諸課題や諸問題に対し、より高度な判断基準からアプローチできる専門的職業人の育
成が本研究科を設立した狙いである。

Ⅱ．研究科の教育内容と研究指導
武道・スポーツ研究科の目的は、武道、体育及びスポーツの分野における高度にして専門的

な学術の理論及び応用を教授研究し、当該分野の専門的な職業等に必要な高度な知識と実践能
力を備え、広く社会に寄与する人材を養成することである。
このためには、現代あるいは近未来における武道・スポーツの相応しいあり方や健康の捉え

方について理解していなければならない。つまり人間の健康は、動物一般に通じる健康を土台
に置きながらも、人間独自のものとして捉えていかなければならない。すなわち、それは自然
を変え、社会を変え、自分自身を変え、そして人生を享受するという人間独自の活動ができる
ような身体的、精神的あるいは社会的な状態のことであると言える。そして、人間的な健康を
維持・促進するための基本事項として、『伝統・文化及び社会との関わり』『生涯にわたる質の
高い生活の獲得』および『生物又はヒトとしての視点』の３つのワードがあげられる。また、
武道・スポーツの分野においては、それらを指導の場面でいかに展開するかが重要となる。
そこで、本研究科では、「武道・スポーツ文化領域」「健康・スポーツ科学領域」「武道・ス
ポーツ指導領域」の３つの学修領域を設定し、相互に関連性を持たせつつ幅広く学問を追及で
きるようにした。

Ⅲ． 修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針及び入
学者の受入れに関する方針

　（１）修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）
武道・スポーツ研究科は、武道、体育及びスポーツの分野において、高度な専門的知識

や実践能力を有し、優れた研究・開発能力を身につけ、豊かな創造性を発揮することがで
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きる専門職業人を養成します。この課程を修了し、以下の知識・能力を有すると認められ
る者に修了を認定し学位を授与します。
①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。
②武道、体育及びスポーツにおける高度で専門的な学術の理論及び応用力を有している。
③コミュニケーション能力、リーダーシップ、チャレンジ精神を持ち、広く社会に寄与
することができる。

④専門分野で修得した知識や技能に基づき、科学的・学問的な視点から事象を捉え、新
たな課題を発見・解決し、未来に向かって創造的知見を発信できる能力を有している。

（２）教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
武道、体育及びスポーツの分野において、高度な専門的知識を形成する能力を養い、

種々の事象に柔軟に対応できる実践的能力を発揮することにより、社会を豊かにすること
ができる人材を育成するため以下の教育課程の編成・実施方針に基づきカリキュラムを編
成し実施します。
①基幹科目を設置し、国際社会・地域社会の一員として、倫理的・社会的能力、創造力
及び判断力等を養うための知識、経験を育みます。

②総合的・学際的視点とともに高度で専門的な知識を持った、知識基盤社会を支える知的
な素養のある人材を育成するため、武道、体育及びスポーツに関する専門領域を適切に
区分し体系化を図るとともに、領域を横断的に学修できるカリキュラムを構築します。
③国内外の多様な社会の要請に的確に応えるための、高度な専門職業人養成の視点から、
実践的応用力を身につけさせるカリキュラムを構築します。

④自らの設定した研究テーマについて、指導教員のもとで研究指導を受け、学位論文を
作成するために「特別研究」を配置します。

⑤高い専門性とともに幅広い視野を備え、専門分野の枠にとらわれない独創性・創造性
を持った人材を養成する観点から、複数の教員が論文作成等の研究指導を行う指導体
制を構築します。

（３）入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）
武道、体育及びスポーツの分野で学修した高度な専門性を活かして、社会に貢献しよう

とする意欲に満ちた者
　Ⅰ．武道・スポーツ研究科の求める学生像
①武道、体育及びスポーツの理論と実践を通じ、より高度な専門知識や技能を修得しよ
うとする者

②武道、体育及びスポーツに関する諸概念について、文化、歴史、健康、教育などの様々
な側面から探究し、武道・スポーツの普及・発展に寄与していく意欲と能力を持つ者
③国際的な視野と感覚を持ち、健康・スポーツ科学に関する高い専門知識を活かし、人々
の健康・体力の保持増進を推進し、社会を豊かにしようとする意欲と能力を有する者
④武道、体育及びスポーツに関する高度な知識や技能、論理的思考力を有し、武道、体
育及びスポーツの指導・教育に国内外を問わず貢献しようとする意欲と能力を有する者

　Ⅱ．入学者選抜の基本方針
①一般入試
大学院で専門教育を学ぶ者としての基礎学力を身につけており、総合的な知識・判

断力を備え、意欲的な学修態度を持つ者を対象とした入試制度。学力試験として英語
と専門科目を課し、あわせて専門分野及び将来の研究テーマに関する口述試験を実施
し総合的に判定する。
②社会人入試
高度専門職業人や研究者を目指して向学心に燃える社会人で、明確な目的意識と学

修意欲を持つ者を対象とした入試制度。小論文及び口述試験を実施し、総合的に判定
する。
③外国人留学生入試
日本の武道・スポーツ文化を理解し、高度専門職業人や研究者を目指して明確な目

的意識と学修意欲を持つ外国人留学生を対象とした入試制度。専門科目及び口述試験
を課し、基礎学力、論理的思考能力及び問題解決能力等を総合的に判定する。
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研　究　科 専　　攻 募 集 人 員

武道・スポーツ研究科 武道・スポーツ専攻 １０名　　※学内推薦を含む

出 願 区 分 出 願 資 格

一 般 入 試

次のいずれかに該当する者

⑴学校教育法第102条に定める大学を卒業した者及び2024年3月卒業見
込みの者。

⑵学校教育法施行規則第155条の規定により大学を卒業した者と同等以

上の学力があると認められた者及び2024年3月31日までにこれに該当

する見込みの者。

社 会 人 入 試

次のいずれかに該当し、１年以上の実務経験者及び2024年3月31日までに
これに該当する見込みの者。

⑴学校教育法第102条に定める大学を卒業した者。

⑵ 学校教育法施行規則第155条の規定により大学を卒業した者と同等以上

の学力があると認められた者。

外国人留学生入試

外国籍を持ち、出願区分「一般」のいずれかの条件を満たし、下記の ①・②・③のい

ずれかに該当する者。

①独立行政法人日本学生支援機構の実施する日本留学試験において「日本語」を受験

した者。

【前期日程】2022年度第2回、2023年度第1回のいずれかの日本留学試験

【後期日程】2022年度第2回、2023年度第１回、第2回のいずれかの日本留学試験

②公益財団法人日本国際教育支援協会が実施する「2023年度第1回日本語能力試験」を

受験した者。

③日本語学校修了証明書を提出した者。

出願区分 出願日程 出願期間 試験日 合格発表 入学手続期間

一般入試

前期日程
2023年11月8日（水）

～11月15日（水）
2023年

11月25日（土）

2023年

12月15日（金）

2023年12月18日（月）

～12月25日（月）

後期日程
2024年1月19日（金）

～1月29日（月）
2024年
2月10日（土）

2024年
2月26日（月）

2024年2月27日（火）

～3月8日（金）

社 会 人

入 試

前期日程

後期日程

外国人留

学生入試

前期日程

後期日程
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2023年11月8日（水）

～11月15日（水）
2023年

11月25日（土）

2023年

12月15日（金）

2023年12月18日（月）

～12月25日（月）

2024年1月19日（金）

～1月29日（月）
2024年
2月10日（土）

2024年
2月26日（月）

2024年2月27日（火）

～3月8日（金）

2023年11月8日（水）

～11月15日（水）
2023年

11月25日（土）

2023年

12月15日（金）

2023年12月18日（月）

～12月25日（月）

2024年1月19日（金）

～1月29日（月）
2024年
2月10日（土）

2024年
2月26日（月）

2024年2月27日（火）

～3月8日（金）



（１）出 願 書 類

入 学 検 定 料
入学検定料は30,000円です。コンビニエンスストアから納入できま
す。詳細は、５ページの「コンビニ端末での入学検定料支払方法の
ご案内」をご確認ください。

入 学 志 願 票 等
（本学所定の用紙）

同封した入学志願票を使用してください。
コンビニエンスストアで受け取った入学検定料収納証明書を貼付して
ください。

調 査 書
（本学所定の用紙）

出身大学が作成、厳封したもの。
（卒業（見込）証明書、成績証明書含む）

面 接 調 書
（本学所定の用紙） 研究内容等を記入し提出してください。

業 績 書
（社会人のみ）

武道・スポーツの研究及び実践に関する業績を記入して提出してくだ
さい。

受 験 承 諾 書
（該当者のみ）

現に大学・大学院に在学している者（2024年3月卒業・修了見込みの
者を除く）および官公庁・学校・会社等に在職している者は、当該
大学長又は勤務先代表者の受験承諾書を提出してください。退職し
て入学する予定の者は、本人がその旨を明記した文書（押印必要）
をもって、受験承諾書に代えることができます。ただし、この場
合、入学時に退職証明書を提出してください。

あ て 名 カ ー ド
（本学所定の用紙）

あて先を明記してください。
（合格通知又は諸連絡が必要となった場合に用いる。）

そ の 他
（該当者のみ）

１）外国人留学生は、上記のほかに次のいずれかの書類を提出してください。
  日本留学試験の受験票のコピー。日本語能力試験の認定結果及び成績に関する証
明書。日本語学校修了証明書（日本語学校で発行したもの。ただし、修業期間６ヵ
月以上であること）。

２) 大学院を修了又は修了見込みの者は、その調査書及び修了（見込）証明書
も併せて提出してください。

３) 有識者は、その旨を証明できる書類（在職証明書）（様式任意）も併せて提
出してください。

（２）出 願 方 法

①本学所定の封筒に入れ、書留速達郵便で送付してください。
②送付先は封筒に明記してありますが次のとおりです。
〒299-5295　千葉県勝浦市新官８４１番地

国際武道大学　入試・広報センター
　　入試フリーダイヤル　０１２０－６５４－２１０
③出願後、入学検定料および出願書類は一切返還できません。
④受験上の特別な配慮を必要とする者は、出願期間前に本学入試・広報センター
へお問い合わせください。

5 ．出　願　手　続

　出願しようとする者は、研究指導を受けたい教員へ進学の意思を伝え、今後の研究・教
育について相談をし、指導の同意を得たうえで出願をしてください。
　なお、ご不明の点につきましては、本学の入試・広報センターにお問い合わせください。

重　要

4



5



入学検定料の返金について
　納入された入学検定料は返金しません。
　ただし、次の①～③のいずれかに該当し、本学の返金請求方法により手続きを完了した場合
に限り、納入された入学検定料から振込手数料を差し引いた金額を返金します。
①入学検定料を納入したが出願書類を提出しなかった。
②入学検定料を指定の金額より多く納入した。
③入学検定料を支払い、出願書類を提出したが出願が受理されなかった。

入学検定料の返金請求方法
　本学指定の様式「入学検定料返金請求書」を入試・広報センターへ請求してください。
　「入学検定料返金請求書」に必要事項を記入・押印し、入学検定料を納入した確認書類を裏
面に貼付し、また封筒の表面に「入学検定料返金請求書在中」と朱書きし、「簡易書留」で郵
送してください。
入学検定料の返金請求期限
　入学検定料返金請求書は、2024年3月15日（金）必着とします。
送付・問い合わせ先
　国際武道大学　入試・広報センター
   〒299-5295　千葉県勝浦市新官841番地
フリーダイヤル　０１２０－６５４－２１０
電話受付時間　９：００～１７：００（土・日、祝日を除きます。）

入学者の選考は、筆記試験、面接試験の結果および提出書類を総合して行います。

（１）試　験　科　目
出願区分 試　験　科　目 試　験　時　間

一 般 入 試
・外国語（英語）※辞書携帯可、ただし電子辞書不可 ９：30 ～10：30（60分）
・専門科目　専門分野に関連する筆記試験 10：50 ～12：20（90分）
・口述試験　専門分野および将来の研究テーマについて 13：30 ～

社会人入試
・小論文 ※武道・スポーツの研究および実践に関するものを出題 10：50 ～12：20（90分）
・口述試験　専門分野および将来の研究テーマについて 13：30 ～

外　国　人 ・専門科目　専門分野に関連する筆記試験 10：50 ～12：20（90分）
留学生入試 ・口述試験　専門分野および将来の研究テーマについて 13：30 ～

（２）試　験　場
　　国際武道大学　９号館　　〒299-5295　千葉県勝浦市新官８４１番地

TEL　０４７０－７３－４１１１（代表）
※７ページの案内図をご覧ください。

（３）注　　意
①出願後の試験科目の変更は認めません。
②受験票、筆記用具および昼食を持参してください。
③受験票は、指定された机上の通路側に置いてください。
④試験場においては、すべて試験監督者の指示に従ってください。
⑤受験者は、公共交通機関を使用して来学してください。

6 ．選　考　方　法
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◎交通　JR外房線勝浦駅下車徒歩15分 　特急（わかしお号）
※東京方面からの場合 勝浦行き、または安房鴨川行きを利用
東京駅地下京葉線のりばから　　　所要時間約１時間25分
　高速バス　東京駅より「高速武大入口」下車　徒歩７分（所用時間約２時間）

試 験 場 案 内 図

国道128号線
高速武大入口

勝浦駅

国道128

国道297号線

旧国道128号線

葉千至川鴨至
東京

JR外房線

国際武道大学

市役所
日本武道館
研修センター

高速バス停
「高速武大入口」
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合格発表日

一般入試
前期日程 2023年12月15日（金）　  10：00 ～16：00

後期日程 2024年 2月26日（月）  10：00 ～16：00

社会人入試
前期日程

後期日程

外　国　人
留学生入試

前期日程

後期日程

①本学１号館正面掲示板に合格者の受験番号を掲示します。
②受験者全員に対し、合否の通知書を郵送します。
③電話での合否の問い合わせには一切応じません。

（１）入学手続期間

一般入試
前期日程 2023年12月18日（月）～12月25日（月）必着

後期日程 2024年 2月27日（火）～ 3月 8日（金）必着

社会人入試
前期日程

後期日程

外　国　人
留学生入試

前期日程

後期日程

①入学金及び提出後の書類は、一切返還しません。
②指定の期日までに入学手続をしない場合は入学を許可しません。
③ 現在、日本国に在住している外国人は、最近３ヵ月以内に発行された住民票原本を提出し
てください。海外在住者あるいは短期滞在者は、パスポートの全面コピーを提出してくだ
さい。

（２）入 学 辞 退

納入金振込後、入学を辞退する場合は、下記期限までに本学所定の入学辞退届を提出する
とともに、納入金の返還手続をしてください。返還請求の手続をした者に限り、入学金を除
く納入金を返還します。

期限：2024年3月31日（日）15：00まで必着

7 ．合　格　発　表

8．入　学　手　続

8

2023年12月15日（金）　  10：00 ～16：00

2024年 2月26日（月）  10：00 ～16：00

2023年12月15日（金）　  10：00 ～16：00

2024年 2月26日（月）  10：00 ～16：00

2023年12月18日（月）～12月25日（月）必着

2024年 2月27日（火）～ 3月 8日（金）必着

2023年12月18日（月）～12月25日（月）必着

2024年 2月27日（火）～ 3月 8日（金）必着



（単位：円）

区　　分 入学金 授業料 諸会費 合　計

初年度
入学手続時 120,000 664,500 12,430 796,930

後期（９月） 664,500 664,500

※金額は一部変更の可能性があります。

①上記の入学金・学費等は2024年度入学者のものです。（ただし、諸会費は未決定のため
2023年度の金額となっております。）

②諸会費の内訳は、学生教育研究災害障害保険料・賠償責任保険料、保健費等です。
詳細については、入学手続要領にてご連絡いたします。このほか、学外実習費等の経費は
実費負担とします。

③２年目以降の授業料は改定することもあります。
④本学体育学部を卒業した入学者については、入学金の全額および授業料（初年度558,000
円、２年次以降は570,000円）を免除します。

⑤兄弟姉妹と国際武道大学体育学部又は国際武道大学大学院在学期間が重なる方、兄弟姉妹
が国際武道大学体育学部又は国際武道大学大学院を既に卒業している方、保護者が国際武
道大学体育学部又は国際武道大学大学院の卒業生である方は、一部費用が免除されます。
詳しくは入試・広報センターにお問い合わせください。

※本学の教育研究の充実を図るため、ご入学後、保護者の皆様に「教育振興募金」という任
意のご寄付をお願いする予定です。
この寄付金は任意でございますが、「教育研究活動の充実」、「教育環境の整備・充実」、
「奨学金基金の充実」および「武道・スポーツ振興」のため、ご理解のうえご協力いただ
きますようお願い申し上げます。
なお、本学において、入学前にご寄付をお願いすることはございません。

9 ．入学金・学費等
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（１）授業科目一覧

区　分 No 授業科目 単位 配当
年次 必／選 履修方法

共通科目
１ 武道・スポーツ特講Ⅰ ２ １ 必修 ４単位

必修

30
単
位
以
上

２ 武道・スポーツ特講Ⅱ ２ １ 必修

専
門
科
目

武道・スポーツ
文化領域科目

３ 東洋武術史特講 ２ １・２ 選択必修

14単位
以上
選択必修

４ 武道文化論特講 ２ １・２ 選択必修

５ スポーツ哲学特講 ２ １・２ 選択必修

６ スポーツ史特講 ２ １・２ 選択必修

７ 比較運動文化論特講 ２ １・２ 選択必修

８ 武道修行論特講 ２ １・２ 選択必修

９ スポーツ社会学特講 ２ １・２ 選択必修

健康・スポーツ
科学領域科目

10 スポーツ心理学特講 ２ １・２ 選択必修

11 健康スポーツ論特講 ２ １・２ 選択必修

12 スポーツ疫学特講 ２ １・２ 選択必修

13 運動栄養学特講 ２ １・２ 選択必修

14 保健行動科学特講 ２ １・２ 選択必修

15 スポーツ医学特講（内科系） ２ １・２ 選択必修

16 スポーツ医学特講（運動器系） ２ １・２ 選択必修

17 運動生理学特講 ２ １・２ 選択必修

18 バイオメカニクス特講 ２ １・２ 選択必修

19 トレーニング科学特講 ２ １・２ 選択必修

20 コンディショニング科学特講 ２ １・２ 選択必修

武道・スポーツ
指導領域科目

21 コンディショニング指導方法論特講 ２ １・２ 選択必修

22 武道指導方法論特講 ２ １・２ 選択必修

23 スポーツ指導方法論特講 ２ １・２ 選択必修

24 コーチング方法論特講 ２ １・２ 選択必修

25 スポーツ運動学特講 ２ １・２ 選択必修

26 体育科教育法特講 ２ １・２ 選択必修

27 保健科教育法特講 ２ １・２ 選択必修

28 武道・スポーツ安全指導論特講 ２ １・２ 選択必修

演習・指導科目
29 武道・スポーツマネジメント演習Ⅰ ２ １ 選択

30 武道・スポーツマネジメント演習Ⅱ ２ ２ 選択

研究基礎科目
31 武道・スポーツ特別研究Ⅰ ２ １ 必修

８単位
必修

32 武道・スポーツ特別研究Ⅱ ２ １ 必修

研究指導科目
33 武道・スポーツ特別研究Ⅲ ２ ２ 必修

34 武道・スポーツ特別研究Ⅳ ２ ２ 必修

10．そ　　の　　他
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（２）課程修了要件および審査等について

1．課程修了要件
修了要件の在学年数は２年を標準とする。単位の修得は、共通科目４単位、専門科目14

単位以上、研究基礎科目４単位、研究指導科目４単位の計26単位以上修得し、研究に関連
する科目を含め合計30単位以上を必要とし、かつ研究上必要な指導を受け修士論文又は特
定課題研究の審査および最終試験に合格しなければならない。

2 ．学位論文および特定課題研究の審査
学位論文の審査を受けようとする学生は、あらかじめ研究報告会において研究計画を報

告し、承認を得るものとする。
学位論文の審査は、研究科委員会によって決定された学位論文（特定課題研究を含む）

審査会によって審査を行い、その結果は、研究科委員会の議を経て合否を判定する。
【学位論文審査基準】
⑴ 学術論文に求められる論理の客観性や独創性等を満たしていること。
⑵ 武道・スポーツ、体育、健康のほか関連する分野における事象を科学的・学問的な視点
から捉え、課題を見出し、その課題に対して創造的知見を提示した学術資料であること。

⑶ 研究目的から考察に至るまで明確な表現と一貫性があること。
⑷ 研究成果を導き出した論法並びに評価の展開に整合性があり、当該内容が独創的であ
ること。

【特定課題研究審査基準】
⑴ 学術論文に求められる諸要件と同様に論理の独創性や一貫性等を満たしていること。
ただし、客観性に関しては、内容及び研究成果の評価基準が著者の経験等に基づいて
導き出された主観的なものも可とする。

⑵ 審査対象となる申請報告書が、同様な計画あるいは同様な企画を行おうとする後人に
対して有効となる示唆を与える資料となり得ること。

⑶ 実施（Do）の際の工夫、評価（Check）の際の主観的基準に関する視点及び改善
（Act）に関する提言等明確な表現並びに内容の独創性が認められること。

審査対象となる申請論文及び申請報告書の審査では、本学の学位授与方針等を踏まえ、第
４条及び前条の要件を満たし、武道・スポーツ領域において、自立した研究者として高度な
研究能力及びその基礎となる豊かな学識を修得しているかという観点で総合的に審査する。

3 ．最終試験
最終試験は、学位論文審査会において修士論文または特定課題研究を中心に行う。

4 ．学位の授与
研究科を修了した者には、学位規則の定めるところにより、修士（武道・スポーツ）の

学位を授与する。

5 ．教育職員免許状の取得
教育職員免許法に定める中学校及び高等学校教諭の一種免許状（保健体育）の所要資格

を有する者が、本学大学院武道・スポーツ研究科の課程を修了したときは、専修免許状の
所要資格が得られる。

免許状の種類 教　科
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状

保健体育
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
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（３）奨学金制度
大学院学生は、本学大学院奨学金、日本学生支援機構および各種育英事業団体等の奨学金制

度を利用できます。

1 ．国際武道大学大学院奨学金
国際武道大学大学院に在学する特に優れた学生を支援し、研究の活性化を図り、修学意
欲の向上を図ることを目的とし、給付される本学独自の奨学金です。

2 ．日本学生支援機構奨学金
これは、経済的理由により奨学金を必要とする大学院生に貸与されるものです。
奨学金の種別と貸与額は、次のとおりです。
　　〇「第一種奨学金」 （無利子貸与）
            月額50,000円又は、88,000円　
       〇「第二種奨学金」 （有利子貸与）
　　　月額50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円
　　　（貸与月額は、５種類から選択できます）

3 ．地方公共団体、各種財団、企業等の奨学金
地方公共団体、各種財団および企業等が奨学金制度を有し、本学大学院学生に対し募集

を行う場合があります。募集の条件や内容に合致する場合に出願することができます。各
自で調査し、大学で作成する書類がある場合、学生支援センター窓口に申し出てください。

（４）学生の宿舎について
勝浦市には、『国際武道大学指定学生宿舎協同組合』、『国際武道大学学生アパート協会』が
あり、一般不動産紹介アパートとは別に学生標準タイプの紹介がなされています。
連絡先は下記のとおりですので、それぞれ直接お問い合わせください。

　　国際武道大学指定学生宿舎協同組合
電話：０４７０－７３－６８８８（ファクシミリ兼用）
URL：http://www.ibu-e-apart.com/

　　国際武道大学学生アパート協会
電話：０４７０－７３－８６１０
URL：http://www.ibu-apart-kyoukai.com/
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　毎年４月に募集し、各学年から２名ずつ計４名が選考され、その給付額は358, 000円  
（初年度）です。



入試に関する問い合わせ先

国際武道大学　入試・広報センター
〒299-5295　千葉県勝浦市新官８４１番地
入試フリーダイヤル　0120-654-210（直通）

 FAX　0470-73-4130（直通）
E-mail　n-center@budo-u.ac.jp
http : //www.budo-u.ac.jp
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